
砂丘という風景の「発見」
小谷沙緒里

The “Discovery”of Sand Dune as Scenery 

はじめに

鳥取砂Jl:.は，現在，，C;l良県きつての観光名所のひ

とつとなっており．その土地の珍しさから2010年に

はジオパーク lJ の指定を受けている。風足；の美しさ

を眺めるだけでなく．サンドボード，パラグライ

ダー．イルミネーション，砂｛象フェスティパルなど

も行なわれており，多くの観光客を楽しませている

場である。また．観光ガイドブックには砂丘と騎耽

の高ILみ介わせの写真やモチーフが多く凡られる。民

間の会社が砂｜王付近で防駄を飼育しており，観光で

訪れた人が騎舵に乗り．砂丘遊覧がIll来るように

なっているのだしこのように．現在では，風京；とし

てのftlfiftl［を認められ，エンターテイメント性も高い

坊であると考えられている鳥取砂丘だが．実は明治

H年代Jくまでこのような価値は見IHされていなかっ

た（）小学午ーの運動会の会坊や．軍＇T~ ；iJll練の坊として

使川されていたようであるつでは．いったいわ取砂

｜王はどのようにして見る佃ifrtfある〕ミしい風足の場だ

と認I識されるようになったのだろう。

本｛ijf究で、は. 11<1ι公｜京｜やジオパークのきっかけと

なった砂の大地・砂｜王が．現在のような価怖をどの

ように伴たのか．考察を行なう l

「発見」される以前の鳥取砂丘

1ili~ のように， XJ取砂｜王は現在の観光パンフレッ

トに必ず現れる場となっている L しかしこの場は

もともと風民としての価値が見mされていた場では

ない、

『XMlV.~，~ Iと近代第3：｛＇.主経済 l:U（鳥取県. 1969 

{f）によると. Iりj治時代初期は一般の人々が気軒に

観光を行なえるような時代ではなかったし ff}i時代

に人気のあった「お伊勢参り」のようなものが．現

代でii宇うところの制光旅行に，＇~たるいしかしこれ

は村ーの代去符が神社・仏間をめぐるものであり．私

達の考える観光旅行とは児なるものである＂ ,''1然．

このころの鳥取砂II:も，美しい風景を眺める観光地
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という認識はされていな＼，'o地元の人々がその場に

行って何かを楽しむ行来地という認識が強いため．

外から来た人々に紹介し見て楽しんでもらうよう

なJ易ではなかったと孝えられる

鳥取では「浜IH」といって浜坂砂丘に!l'iかける

ことが以前から盛んで．中でも袋川をドる屋形

船が流行し夜，川由ーに映る捉般の火がよかっ

たというーこうして浜坂の小すりばちゃ十六本

松が行来地として賑わいを見せた】I0 

鳥取県史の観光の章では．砂丘について｜：記のよ

うに述べられている，，浜坂の小すりばちとは，現在

の，tj取砂I王の一部である υ 引出えーから， この地が行

楽地として人々に親しまれていたことがわかる「で

は，鳥取砂丘が楽しむための場ではなし風景とし

ての価｛前ある観光地となったのはいつ頃なのだろう

かけ

鳥取県の観光資料で市いものをあたると， IUJ治時

代に Hitの観光案内書；が作成されていることがわか

るつ一番，1j1, 、ものは1904年（ IUJ治37年）の「山 l~fl.

州避暑案内J で， l~ 幡. 1(1存．出雲， 1-1J'l. I忌iiiえの

山陰の 5地域が紹介されている。各地域について I

市ずつ紹介されており． 2 ~＇i：に｜刈 l幡， 3 ·~t に伯脊の

地が収められている。閃幡の阜では．鳥取県東部の

おι 城跡. i屯や温泉， r1i墳．神社. llJなどが紹介

されているが．砂丘に関する記述は見られなかっ

たη 次に市いものは1907年（明治40年）発行の［鳥

取案内記』であるいこの中には．「浜坂遊覧」とい

う耳打Jで，砂正が帝｛｛介されている

i兵坂遊覧

渋々たる白砂点々たる古松j是々たる青海綿々た

る千代のw流皆是れ浜坂海浜大砂漠の光景な

り。実に：JJ有余鳥取dH~の A大柿楽l生J なり

ftl!菱郎老幼男女の一大運動場なり：； 1ひ

『，鳥取案内記Jは. ''J時の日｝；J， 後の大正天主



がこの地を訪問する｜祭に作られた．鳥取のrliI人jや名

勝地などを紹介したものであるつこの記述がはじめ

て鳥取砂丘と思われる地を紹介した観光資料となっ

ている。しかしこのif1では，市民が運動場として

この地を利則していることが述べられており．砂｜王

は行楽地としての使用が－般的であったことがわか

る。さらに，現在の観光ガイドブックにみられるよ

うに．砂正が砂の大地中会独で紹介されているわけで

はなL～「(I砂」，「青松J.「清流」といった zt葉を

使出していることから． 日本人にとって「美しい海

岸風景」の代表である「（J砂青松」の風誌を重ねる

ことで．この地に風景としての価値を持たせようと

していると考えられる。そのため，この｜時期，砂iれ

独でのl：地は風景として評価されていないと与えら

れる。

この次に作成された案内書：仁鳥取案内~ （鳥取県・

鳥取市役所， 1911年）には．砂正についての記述は

見当たらないc 緒；までは，「我山l食道はk然の風j;t

に富み．神代の遺跡，若才Iの11i戦場Jt:他勝Iベ．手蹟

頗る多きも，従来交通不使の為米り lllJうもの少な」

かったが．「今や交通機関の完備に伴ひ，（r同行）観

光の右：亦日に増し月に加わ」ってきているので．「，G

取案内を編述し柳か遊f観覧の便に供し兼て本

市の概要を大Jiに紹介」しようとしていると書かれ

ているへこのことから，この案内記で砂Jiを取り

上げることは，鳥取砂丘を観光地として内外の人々

に知らせるには絶好の機会であったと与えられるっ

それにもかかわらず．この資料に記述が見られない

ことから，砂丘は風景としての価航， 〉ミしい眺めの

場として「発見Jされていなかったと註えるは

しかし翌年発行された同タイトルの『鳥取案内J

（鳥取市役所， 1912年）には，鳥取砂丘が「!Ri兵j

の名で登場している。

東浜

店美郡中ノ郷村大字浜坂村の砂漠は＇ i毎 iJ~ は 11'{

に賀露港に隣接し丘陵起伏して京市摩尼山に述

Hして．服部村大字細川村にすiる＇ Jt広大なる

こと．日本無双の称あり＂＇

1912年の『鳥取案内jは山陰線全通の記念として

発行されたもので．前年のもの｜司様．り.~外の人々の

日に触れることも意識して作成されたものと考えら

れる。作成された経緯や口次から推測すると， 1911

'rfの『鳥取案内j も1912年のものも内科に大足はみ
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られないη しかしながら. 1911年のものに砂丘に関

する記述がないということは．鳥取砂JI:が観光にお

いて重視されていないと弓うことができるだろうっ

このような傾向は．大正時代に人ってからも比られ

るの大，，：時代に作成された案内記には＇ 1921年（大

正10年）の『大正の鳥取市案｜人Jl1922年（大iEll年）

の『大正の鳥取jがある n 前若のものには＇ 1912年

の『，（~取案内J と全く｜ロj じ「京浜j の記述が兄られ．

後再－の観光資料には．砂｜王に関する記述は見られな

¥, ¥ c これらのことから．明治.kil：期には．鳥取砂

frは観光地として必ず紹介すべき十．地で、あると認識

されているわけではないと与えられるら

kH康久制の「鳥取砂丘Jl （白i：吉：店. 1993年）

では．観光地となる以前の鳥取砂正について＇ i兵／H

や小学校の運動会での使山等が取り｜：げられたあ

と，砂JiJ瓜；；1；について次のように触れている。

こうした砂丘とのかかわりも．砂丘そのものが

it I~ されたわけではなかった。美しい風紋や滑

らかな砂の稜線り戦後．うたわれた砂丘の自然

史は全く顧みられなかったυ （中略）「浜出」と

し、っても．その場所は限られていて．砂丘の大

部分は人もめったに近づかない荒涼とした大地

だ、ったのだろうかの

このような記述や．前述の行政が作成した案内記

の記載から，明治時代の鳥取砂丘は，風景として価

値ある l：地という認識をされていなかったことがわ

かる。しかし浜出や小学校の運動会の使用など．

この地が人々に全く活HJされていないというわけで

はない。県外の人々に知らせるような，案内記に必

ず技場する場所で、はなくとも，地元の人々が訪れる

行楽地として人々に’乏け人れられていたと考えられ

る。日本f正rn語大辞典第：版第5巻によると，行楽と

は「（1）楽しむこと。遊びの楽しみo （~）交II外などに出

て楽しみ遊ぶこと。」71であり．また日本国語大辞典

第二版第3巻によると，観光は「他国，他郷の景色．

史跡．風物などを遊覧すること。また，風俗，制度

等を視察すること。観加しjKJとある。行楽が「遊ぶj

ことに•R,1.'.i: を Viいているのに対し観光は「見る j

ことに 1p~ きを置いている｛そのため．行楽地と認識

されていた鳥取砂丘は，「遊ぶjことに価値を置い

ている！：地で、あったと与えられるの前述の『鳥取案

内rl己Jの引！日文にも．「貴賎郎老幼男女の－大運動

場なり jとあることから，観光資料の1t1に登場しな



がらも，砂｜壬という七地は風景を眺める場としてで

はなく．「遊ぶj要主のある上地として記述がされ

ているのである。

このように，観光資料に登場しながらも．行楽地，

遊びの卜J也という価値を持ち続けている，＼＇.~取砂丘で

あるが，観光の持つ「見る」価値を見rnされている

と感じる部分がある。それは，｜寸じく『鳥取案内記J

の「漠々たる白砂点々たる古松漫々たる蒼海綿々た

る千代の清流」という．「ll砂・青松・清流」の部

分である。「白砂w松」という去現は， 日本人が市

くから孝える海岸夫を去すものである、鳥取砂丘は

海に接しているので， j毎1主としてJ足えることもでき

るl：地で、ある。そのため．海岸として扱い， 日本人

になじみのある風京美を草ね．人々に見る価値のあ

る観光地と認識させようとしていると考えられる。

このように海岸美を主ねることで．風景美としての

価値を持たせようとしていることは．逆に． 日本人

が本来，砂I王のような砂のみの土地には風景として

の：夫しさを！惑じていなかったことを示しているとい

えよう。「r'I砂」「百松」のない砂地だけでは，風景

として「党見」されていなかったのだと考えられる。

鳥取砂丘の「発見」

昭和に人ると，これまでとは打って変わって．多

くの観光資料の中に砂丘が見られるようになる。

［鳥取砂丘］

鳥取の北三粁。千代川のド流を挟んで束I珂凡そ

｜ブ~H. 南北二粁に口；り. ihJ同をi胡山砂丘と云

ひ. i口J束はてつ山までを浜坂砂丘．二つ山以束

胸馳，，，麓までを海上砂丘と称し浜坂砂丘は最

も広大で標式のものである。概ね1i英砂より成

り．移動性を有する。砂丘間に揺鉢と呼ぶ馬蹄

形の窪穴が存在し大小三卜を算し，高さ約

三O米. 1長さ約六同O米に達するものがある。

桑， [lf,j瓜. 1＇守；の栽培に利用されて肘る所もあ

るが，陸軍の演習地となって肘る所もあり，砂

スキーも行なはれる。京者ISfttr:E:I大学及鳥取高等

農業学校は砂丘試島先地を有するが。

u Jドーの大砂｜王

東；は調n川より多舵ヶ池．浜坂． 1ゾ〈本松．更

に千代Milを横切って賀露．湖山池，白兎に瓦

るW:1川三甲南北二十町の大砂漠こそ日本一の烏

取大砂丘であるとj ザク／グ＼と踏む砂の感触．

黄砂に配する青松，緩やかに流れる砂正の弧線．

ウルトラマリンの海。外来客の瞳目して快哉を

叫ぶ大砂丘

（中略）

久松山を慈父にl取ふれば砂丘は±i)J市民を育み

し慈、時であるc 鳥取聯隊将士の勇敢と健脚天下

に名あるは砂Eの賜物と註ふも過aにあらずυ

近年此の砂丘の名遍く主IIられ山陰観光客の必ず

ι寄るべき地となれるは寧ろその理もれたるの

久しさを欺くし

春の防風草掘り，夏の舟llL海水浴に秋の清

遊冬期は積雪二尺に及びスキーの最適地にして

,・,'!j山に行くを要せず．殊に雪なき時も砂スキー

によって斜面を馳すべく，又店内車櫨馬の曳く砂

ソリあり．砂l王自動車ありて阿季その興趣を呉

にす］（）IC

鳥取砂l王鳥取1b＂浜坂

l l本最大ノ黄砂丘二シテ広i莫タルコト沙漠ヲ連

想セシムルニ充分タリ J パルハンアリ「浜坂ノ

描鉢」トシテ有名ナリ。春秋ノ期ニハサンドス

キーニ．冬ハ白銀乱舞シスキー場トシテ好適ノ

地ニシテ近未山｜詮ノ一名所トナレリ

パルハンハ直筏米深三卜米ニモ及ブ］］I

これら卜記の引用文と似た内存の文章が，ほぼす

べての観光資料に見られるようになる。そのため．

昭和則には．鳥取砂丘は風景としての価値が認めら

れ，観光地として内外に認知されているのだと考え

る。

大正期まで観光地としての地位が危うかった砂正

に，このような確同たる風景としての価値がなぜ認

められるようになったのか。その原凶のひとつは．

大正期の交通網の発達が関わっていると考えられ

る。大正期の案内記の緒言にもあったように．この

時期に山陰線が全通しており，それに伴って，山IK~

を訪れる観光存が増えたと考えられる。鳥取砂丘は．

しばしば著名な文学者の作品内に登場しているが，

これも多くは大正期から昭和lの初めにかけてのこと

である。幼少期を鳥取で過ごした坂本山方太I＂＇.一

緒に砂丘を訪れた里見拝と志賀11'1：哉i:;1. 「砂｜王」と

いう丘葉を始めて歌に使用した有島武郎1j). 有島と

交流の深かったワー謝野品f1＂＇.小説「砂丘』を書い

た阿部知三l州らが．砂丘を訪れるなどし紀行文
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や歌や小説の中にこの地を設場させているの

この時期にIllされた砂丘についての丈市には， 2 

4重類あると考えるc ひとつは「砂スキー」や「存の

防風草掘り，夏のm－出， j毎；j（／｛）－に秋のdi遊」「砂ソリ．

砂丘「i動車」などの去JJlからわかるように，行米地

の名残を思わせる「遊び」の要素を持ったものであ

る。これに対し．「ザク ／／＂~， と踏む砂の感触， ！fi:砂

に配する占松，続やかに流れる砂正の弧線．ウルト

ラマリンのiiif:.） 外米客の時 Hして快哉を lllj－ぶ大砂

丘」．「日本最大ノ首砂l王ニシテ広浪タルコト沙浪ヲ

連想、セシムルニ充分タリ」などの主が去しているの

は．風景として「発見」された砂正の姿である J こ

のような砂丘の拍’ザは．時代を経るごとに明えてき

ているc

この「見るj価航の重視に11'11！（をかけたのは1963

年の倒立公園指定と 2008{1：のジオパーク認定17• で

あると :J:,・えられる f これらの一二つは．砂｜王の｜’｜然風［

景に注目した結果．認定されているものである J

Vlf川1E憲は．『i頼｝i 1''1 it!i:の発凡治、II本の）民tl;tから

視覚の風景へJ1 (if1央公論新社. 1999{1：）のif＇で．

明治後期に．わが［i<］において近代的風討が確ιした

と述べている。彼は．著書のII Iで，伝統的風；；tのif'

では風景としての価伯を持たなかった瀬yi内海が．

近代的風景の確丘とともに価fl{［を凡Illされていった

ことを示した。｛皮の考えるら品先的凪U;tは， 1'1砂N松

に代tとされ， また「万葉集」やその他の干II歌集に ii~（

まれる歌枕になっている風扶で、あり．近｜吐以JJijの，

人の忠、いを投影させて成立しているものであるつこ

のような伝統的風景のみが認められていた 111：＇＃に，

西洋文明がもたらされた粘J北明治後期より．近代

的風誌の；ζfi＇が見られるようになるわ Mが夫ししサ見

景なのか，「見る」価値の基準に変化が起こったの

である。鳥取砂丘は．伝統的な風；；：：の考え）jからす

れば，風景としての価値のない！：地で、ある J しかし

兄）jの変化が起こり．美しい．見るf1Hi1t!tのある胤；止

となったつまり，風；；tとして「発見」されたので

ある r 瀬μ内海が受けたような， 日本人の）見以に対

するまなざしの変化は，鳥取砂l王にも起こったとい

えよう c この変化の特徴としては，「胤；；tの珍しさ」

がうさげられると考える. [lijι公｜京｜には.i毎や森など．

自然が「lf:きている」と感じられるような｜：地が多

い.－.19341f，初めての｜玉｜立公｜京｜として 8つの地域が

指定されたっこれらはLil. 海.i~ij. 火山であり，＇＂－

き生きとしたn然のエネルギーを感じられるものと

なっている.2 {j'.後に追加された 4つの地域も火l''・ 
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111，海岸などの，［i:ij様のものである。こういった地

域が＇＂＇ ι公｜京｜として一般的である中．砂正のような

l：地は，日本にあまりないもの， il本にとって珍し

い上地であったが故， J.if!t景としての価値を「発見J
されたのだと考えられる..このような珍しい土地で、

あることが転じて，後に’乏ける，地質に注 l~ したジ

オパーク指定につながるのだろう。

言語表象から見る砂丘風景の「発見」

砂｜王の）此；；｛としての扱い．その移り変わりは，砂

II: という l：地を／j~す J葉にも去れている（

1ilj述の引川丈からもわかるように，砂丘はしばし

ば「砂山」と去現されることがある h H牛；らしくな

しづ会しいものであることから．「五少i英」という H本

の外の地域． 日本では珍しいf：地を重ねられるのだ

と推測する勺

IVJifi ・大 1E時代の案｜人J;i己で、は．「砂丘」という去

現ははられないィ ftわりに使用されているのは．「砂

漠」と「浜Jであるノ「浜」は II本人に馴染み深い，

i11j:J；＇： を11.！起させる衣現である。そのため，「砂丘j

という概念が成、止する前に，「iJUという衣現を使

川することは不思議ではなv•. II本に美しいものと

して，1jくからιιする海岸を想起させて，）見対とし

てのfilfi1l（［をm：こうとしているのだと号えるの

牟 ｝j，「砂漠」という去JJ！は． 日本に馴染みのな

い！：地を指しているr この「砂夜」とし寸表現は砂

iji.体で自llif1I［をWI：こうとした日：｜勾の策なのではないだ

ろうか. r瀬｝i内海の発見 立昧の風民から視覚の

胤；；（へJのI，，で，近代的風足は｜リJiff後期に定持した

とされているわこの少しilli. 幕末から明治にかけて

数多くの地Jlj!_,1；：がIlキ；で作成されているハこのH幸代

に作られた地理市：は. plf fl｝：からの情報を基にしたも

のであり，近代的風J;tの定荷に一役買っていると考

えられる r 品＇ii事諭・hの「ttt界［Kj以］ (1869年）は，

111：界件［1＜］の気候風l：やその地で、暮らす人々の午前な

どを ill：したえ；献であるけこの附録には．地坪や-x.丈

について述べている部分があり．そのq1の「l’l然の

地＇'j:」という JJ([]lこは．砂漠が次のように述べられ

ている

広き砂防〔に1:f:jj年らずして平本生長せざるもの

を｛沙漠といふιlfE非干lj加．荒火｝ぷの砂漠， これ

なfJ. I! 4~ に砂i英なし 11'•.



この部分では．はっきりと「日本に砂漠なし」と

述べられているりまた， JriJ文献に収められているア

ラビアの填11では．「荒火［°＇！＂. は大国なれども．砂漠

とて辺もなく広き砂原ありてI上気候は熱く雨は少

く. fl：ふに宜しからざる地なり」19）という記述があ

り．砂漠に風民としての美しさを感じるとは思い難

いf これらの文市から感じられるのは，「日本にな

い珍しい士地」という印象である。「砂漠」という

去現から，砂丘は珍しさを感じる十b地として価値を

見IHされたのだと考えられる。

大ti：時代，｜！｜陰線の全通と前後して，鳥取砂Eに

幾人かの主学者が訪れていることは前述の通りであ

るη 彼らは． しばしば鳥取砂丘を訪れ，自身の作品

のiJ1に彼の地を描いているつ西田氏は『瀬戸内海の

先見 志；｜床の風泣から視覚の風民へjのljiで．風誌

の見｝jと丈＂？. 絵｜出jなどとの関係について次のよう

に述べている。

風；1；観はd葉や絵l由iなどを通じて普及する出を

もつのであり．それゆえ文学や絵凶jなどの表現

様式と）風景観は強く関係していると考えられ

るのつまり．；去現様式の変化が新しい風景を捉

え，｝見去観の変化が新しい去現様式を促すとい

うように，十ILl正規定的でさえある出）＇）

この文京から．砂丘の佃i航を考える際．彼ら丈学

fi・たちが，砂丘を訪れ．その地を作品内にそf場させ

たという行為は． Jp~大な志； 11;,fょを J寺っと考える

本米全く観光とはl勾係がなく，歌に詠まれるよう

な七地で、もなかった砂丘は． 土地のものめす、らしさ

から観光案内に少しずつ加えられるようになった。

そのすぐ後に交通網が使利になか観光旅行ブーム

が起こり，丈学者たちが砂丘を訪れるようになる υ

そして．彼らが白身の作品内に砂丘を去すことで．

砂｜王は新たな現代の歌枕のようなi：地の要素を得た

のではないかと老える。つまり，砂正という土地の

珍しさを要素とする近代的）成長とは異なった，人の

！’志’｜古を・.JRねることで、！J：みIt¥される見る価値. fょ：統風

｝；（にもはられたようなf111i仙も．生まれているのでは

ないだろうかυ 彼らが！J:.み出した風宗としての価値

は．砂丘を観光で、~·方れる人の「見る」価仰を補強し

ているのだと考えるし瀬戸内海が近代的風景として

「発見Jされたのとはまた異なる．砂丘独白の風景

としての「発見Jがなされたのである。砂If:は，近

代的）乱立と新たに見IHされた伝統的風足の：つの由ー
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を併せ持つ風景として「発見」されたと与えらるつ

終わりに

砂丘という砂ばかりの大地には．そもそも万葉集

などの和歌集に詠まれたような伝統的な風景として

の価値もなければ，瀬戸内海のように外同人には出

された近代的風景としての価値を有しでもいなかっ

たc 風景としての価怖を持ちづらい土地であったと

考えられる υ

しかし日本でありふれた鼠色ではなく．外同を

想起させるようなI：地で、あることから． ｜：地そのも

のの「ftしさ」にliを向けられるようになる。そし

て，近代的風景としての価値を見出された。

また，砂正の観光化が進む叶Iで、訪れた文学者達の

作品に登場したことで，｛ムー統的風景のように人の感

情を重ねられてきたc 本来存在しなかった伝統的風

宗と似た価値が．にわかに発生し現代にもmえず

に残っているのだと考えられる υ

現在の鳥取砂丘には．風景を眺める．異国情緒を

qi~ねる．砂圧という大I也を使ったアトラクションを

楽しむなど．様々な観光要素が目立されているつこ

れらの根底にある砂丘の価値は，単体では見出され

づらいものである。土地の「珍しさ」を主張する．

文学者達が描き出した人の感情を重ねるなど．何か

しらの要素を付け加えることで，風；主として新たに

「発見」された士地なのだと考えられるつ
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